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(57)【要約】
【課題】制御基板等が層状に配置され、それらの基板間
に間隙が形成されている遊技機において、その間隙への
不正基板の敷設を未然に回避させることができるところ
の遊技機を提供すること。
【解決手段】第１取り付け部に取り付けられる第１基板
と、開閉自在な第２取り付け部に取り付けられる第２基
板とを備え、第２取り付け部が閉状態のときに両基板が
正面視で重なるようにし、更に、第２取り付け部の前面
側と前記第１基板の背面側との間には開閉どちらの状態
であっても空間が形成されるように構成してある遊技機
であって、前記空間に、前記第１、第２取り付け部とは
別体の隙間防止部材を備え、該隙間防止部材を、前記第
２取り付け部材に対して連結固定してある。
【選択図】　　　図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の制御基板が層状に配置され、それらの基板間に間隙が形成されている遊技機にお
いて、
　前記間隙への不正基板の敷設を未然に回避させることができることを特徴とする遊技機
。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機やスロットマシンに代表される遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機には、遊技を制御する制御基板、各種演出装置と制御基板とを中継する中継基板
、その他、電源基板や外部端子盤など複数の基板が配置されている。
　このような遊技機の一例としてパチンコ機があり、こうししたパチンコ機は、遊技島（
設備）に固定される外枠と、複数の基板のほか入賞装置や発射装置などが配置される遊技
機本体、遊技機本体の前面側を覆い、開閉自在な前面枠、などから構成されている
【０００３】
　遊技機本体に複数の基板が取り付けられ、その複数の基板を複数層に重ねて配置し、上
層側の基板を取り付ける取り付けベースを開閉自在に構成することにより、例えば、下層
の基板についての点検などが容易に行い得るようにしているものがある。即ち、この層状
配置は、上下左右方向の幅をとらず、省スペースで各基板を配置でき、両基板を正面視（
遊技機の正面から見た場合には、背面視とみることができる）で重なる状態で配置したと
しても取り付けベースの開閉により両基板に対して点検などができる。
【０００４】
　このような遊技機のうち、上層の基板の取り付けベースと、下層の基板との間にある程
度の隙間を持たせるように設計されている遊技機がある。その理由としては、上層、下層
の各基板を、他の基板などと接触しやすい位置に設定しようとするため、または、下層の
基板の大きさや取り付け部の位置、形状などに変更が生じたとしても、上層の取り付けベ
ース側を変更せずに対応できるようにするため、などが挙げられる。
　このような構成の遊技機については、例えば、次の文献を挙げることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－３３６０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、このように、層状位置の基板間に間隙を設けた場合に、その隙間に不正基板を
隠すようにして配置し、遊技機に取り付けられている正規の基板に対して不正信号を出力
するなどの不正行為をされることがあった。上述の如く、基板が複数層に重ねられたり、
配線が混在したりする箇所であるため、不正基板を隠されていても発見し難くなる虞があ
る。
【０００７】
　本発明は、制御基板等が層状に配置され、それらの基板間に間隙が形成されている遊技
機において、その間隙への不正基板の敷設を未然に回避させることができるところの遊技
機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　本発明に係る遊技機は、
　複数の制御基板が層状に配置され、それらの基板間に間隙が形成されている遊技機にお
いて、
　前記間隙への不正基板の敷設を未然に回避させることができることを特徴とする遊技機
。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、制御基板等が層状に配置され、それらの基板間に間隙が形成されてい
る遊技機において、第２取り付け部の前面側と前記第１基板の背面側との間の隙間に隙間
防止部材を設けることによって、その隙間に不正基板を隠蔽状態で敷設することを未然に
阻止できるのであり、その結果に、遊技機に取り付けられている正規の基板に対して不正
信号を出力するなどの不正行為を、未然に回避することができる利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】パチンコ機の正面図。
【図２】外枠に対して内枠と前面枠セットとセット板とを開放した状態を示す斜視図。
【図３】パチンコ機から前面枠セットを取り外した状態を示す内枠の正面図。
【図４】内枠の斜視図。
【図５】パチンコ機からセット板を開放した状態を示す背面の斜視図。
【図６】外枠に対して内枠とセット板とを開放した状態を示す背面斜視図。
【図７】遊技盤の正面図。
【図８】前面枠セットの背面図。
【図９】パチンコ機の背面図。
【図１０】支持金具の構成を示す斜視図。
【図１１】取り付け部の前面斜視図。
【図１２】取り付け部の背面斜視図。
【図１３】取り付け部の概念を示す分解斜視図。
【図１４】取り付け部の概念を示す縦断側面図。
【図１５】従来技術を示す取り付け部の分解斜視図。
【図１６】隙間防止部材の正面視斜視図。
【図１７】隙間防止部材の背面視斜視図。
【図１８】隙間防止部材の背面図。
【図１９】別形態の隙間防止部材の概略平面図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明にかかる手段１の遊技機は、遊技機本体の第１取り付け部に取り付けられる第１
基板と、遊技機本体に対して開閉自在な第２取り付け部に取り付けられる第２基板と、を
備え、第２取り付け部が開状態ときに第１基板の少なくとも一部が露出され、第２取り付
け部が閉状態のときに両基板が正面視で重なるようにし、更に、第２取り付け部の前面側
と前記第１基板の背面側との間には開閉どちらの状態であっても空間が形成されるように
構成してある遊技機であって、
　前記空間に、前記第１、第２取り付け部とは別体の隙間防止部材を備え、
　該隙間防止部材を、前記第２取り付け部材に対して連結固定してある、
ことを特徴とする。
　本発明の説明に当たり、次の語彙を明確にしておく。
　本発明において、前面側とは、遊技機本体を正面から見て、遊技盤の遊技領域が存在す
る側が前面側であり、従って、第２取り付け部の前面側とは、その面が遊技機本体の正面
に向いている側、換言すると遊技者の側に位置する側面をいう。
　第１基板は、枠ランプ中継基板或いはアタッカー中継基板であり、第２基板が外部端子
盤或いは主制御基であることを意味するが、その他にも、遊技機に層状に取り付けられる
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基板であれば、本発明に言う第１基板及び第２基板に相当含まれる。
　遊技機本体の第１取り付け部とは、例えば、外枠に枢着される内枠の枢支軸側上方部で
あり、第２取り付け部とは、この内枠に開閉自在に枢着されるセット板であるが、その他
にも、各種の制御基板等で層状に敷設され、一方が他方に対して開閉自在とされている場
合は、本発明に言う第１取り付け部と第２取り付け部に該当する。
　この隙間防止部材を備える構成によって、前記第２取り付け部の前面側と前記第１基板
の背面側との間の隙間に、不正基板を隠蔽状態で敷設することを未然に阻止できるのであ
る。
　その結果、そうした不正基板によって遊技機に取り付けられている正規の基板に対して
不正信号を出力するなどの不正行為を、未然に回避することができる利点がある。
【００１２】
　　手段２：手段１の遊技機において、
　前記隙間防止部材が、前記第２取り付け部に対して複数個所の固定部で連結固定され、
それら複数の固定部のうち、少なくとも一つの固定部は、ネジ固定された状態でネジ頭部
の周囲を覆う壁部が一体に形成されていることを特徴とする。
　ネジ止めという簡単な操作で隙間防止部材を第２取り付け部に連結固定させることがで
き、且つ、少なくとも一つのネジの頭部の周囲が壁部で覆われることによって、このネジ
を容易に解除されることがなく、従って、この隙間防止部材が簡単に取り外され、不正基
板が変わりに敷設されることを防止できる。
【００１３】
　　手段３：手段１乃至手段２の遊技機において、
　前記隙間防止部材が、前記第２取り付け部に対して複数個所の固定部で連結固定され、
それら複数の固定部のうち、少なくとも一つの固定部は、深い凹部を形成するように他の
固定部よりも高い壁部で構成されており、この固定部に部分破断ネジが適用されることを
特徴とする。
　このように、少なくとも一つの固定部を、深い凹部を形成するように他の固定部よりも
高い壁部で構成することにより、ここに部分破断ネジを適用することができて、頭部が破
断される部分破断ネジを用いることで、このネジを解除不能として、以って、隙間防止部
材の取り外しを防止でき、これに変えて不正基板を敷設するのを未然に回避できる。
【００１４】
　　手段４：手段１乃至手段３の遊技機において、
　前記隙間防止部材が、ベース板と、該ベース板の周縁部分から伸びる周縁リブと、該周
縁リブ内に形成される内部リブとによる一体樹脂成型品で構成され、前記周縁リブ及び内
部リブが前記隙間を埋める高さに形成されていることを特徴とする。
　このように、ベース板と、その周縁リブと、該周縁リブ内に形成される内部リブとによ
る立体的構造によって、隙間防止部材の全体剛性を高いものとし、ゴト師が不正基板導入
を図るべく隙間防止部材を破壊しようとしても、容易に破壊し難いものとすることができ
、また、周縁リブと内部リブとが設けられていることで、その一部のみを切断等してみた
ところで、不正基板敷設のための隙間を容易に確保することができない。
【００１５】
　　手段５：手段１乃至手段４の遊技機において、
　前記隙間防止部材は、そのベース板が前記第１基板側に向き、前記周縁リブ及び内部リ
ブが第２取り付け部側に位置された状態で固定されていることを特徴とする。
　このように、前記周縁リブ及び内部リブが第２取り付け部側に位置された状態としたこ
とで、表面がベース板となって、前記周縁リブ及び内部リブ側から順次切断等の破壊が進
行されるという事態を回避することができて、この隙間防止部材の破壊をより一層困難な
ものとすることができる。
【００１６】
　　手段６：手段１乃至手段５の遊技機において、
　前記隙間防止部材は、前記周縁リブ及び内部リブが、そのベース板からの高さが、前記
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隙間を埋めるように、背面段差に形成されていることを特徴とする。
　このように、前記周縁リブ及び内部リブの立ち上がりを、第２取り付け部側の基板突出
状態に合わせて異ならしめて段差に形成することで、第２取り付け部側の基板を覆いなが
ら隙間を無くして不正基板の敷設を防止できる。
【００１７】
　　手段７：手段１乃至手段６の遊技機において、
　　前記隙間防止部材の内部リブが、背面視で格子状に設けられていることを特徴とする
。
　このように、内部リブが、背面視で格子状に形成されることで、ベース板の強度を増大
させながら、この内部リブを破壊しようとしても、多数の手間がかかることになり、容易
に不正基板設置の空間を形成することができないものである。
【００１８】
　　手段８：手段４乃至手段７の遊技機において、
　前記隙間防止部材のベース板が、上下の方向に通じる誘導溝を形成するように、平面視
で前面段部が形成されていることを特徴とする。
　前記ベース板は第１取り付け部側に向いているが、このように、そのベース板に誘導溝
を形成することで、第１取り付け部と第２取り付け部との間に位置する配線を、この誘導
溝内に納めて遊ばないように整理でき、第２取り付け部の開閉に際して配線が両者間に咬
み込む虞がなくなる。また、万一、別の箇所に不正基板が敷設された場合にも、前述の既
存配線が整理されているため、不正基板用の配線（電源配線等）が単独で宙に浮いて目立
つことになり、こうした不正基板用配線から不正基板の存在を発見し易い。
【００１９】
　以下、図面を参照しつつ本発明に係る遊技機の実施形態について説明する。なお、以下
の実施形態では、便宜上、パチンコ機を挙げて説明するが、本発明は、パチンコ機以外の
弾球遊技機（例えばアレンジボール機や雀球遊技機など）、その他、遊技球を用いる種々
の形態の遊技機に適用することができる。
【００２０】
（パチンコ機の正面構成）
　図１は本実施形態のパチンコ機１０の正面図であり、図２は外枠１１に対して内枠１２
と前面枠セット１４と、セット板４００を開放した状態を示す斜視図である。（但し、図
２では便宜上、遊技盤３０面上の遊技領城内の構成〔釘、センター役物等〕を空白で示し
ているが、アウト口３６は描いてある）。
【００２１】
　図１，２に示すように、パチンコ機１０は、当該パチンコ機１０の外殻を形成する外枠
１１と、この外枠１１の一側部に開閉可能に支持された内枠１２とを備えている。外枠１
１は、木製の板材により全体として矩形状に構成され、小ネジ等の離脱可能な締結具によ
り各板材が組み付けられている。なお、外枠１１は、軽量化を図るために、樹脂やアルミ
ニウム等の軽金属により構成されていてもよい。内枠１２の開閉軸線はパチンコ機１０の
正面からみて遊技球発射ハンドル１８の設置箇所の反対側（図１のパチンコ機１０の左側
）で上下に延びるように設定されており、この開閉軸線を軸心にして内枠１２が前方側に
十分に開放できるようになっている。また、内枠１２は合成樹脂、具体的にはＡＢＳ（ア
クリロニトリル－ブタジエン－スチレン）樹脂から成る。こうすることで、粘性が高く衝
撃に強くでき、低コストで製造できるという利点が発揮される。
【００２２】
　内枠１２の構成を、図３及び図４を用いて詳細に説明する。図３は、パチンコ機１０の
外枠１１から前面枠セット１４及び遊技盤３０を取り外した状態を示す背面図であり、図
４は、その背面からの斜視図である。
【００２３】
　内枠１２は、大別すると、その最下部に取り付けられた下皿ユニット１３と、この下皿
ユニット１３よりも上側の範囲で内枠１２の左側の上下方向の開閉軸線を軸心にして開閉
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自在に取り付けられた前面枠セット１４と、後述する樹脂ベース２０と、この樹脂ベース
２０の後側に取り付けられる遊技盤３０とを備えている。
【００２４】
　下皿ユニット１３は、内枠１２に対してネジ等の締結具により固定されている。この下
皿ユニット１３の前面側には、下皿１５と球抜きレバー１７と遊技球発射ハンドル１８と
灰皿２２と音出力口２４（内枠１２の左右上端部位置）が設けられている。球受皿として
の下皿１５は、下皿ユニット１３のほぼ中央部に設けられており、後述の上皿１９が満タ
ンになった場合等に排出口１６より排出される遊技球を停留する役割がある。球抜きレバ
ー１７は、下皿１５内の遊技球を抜くためのものであり、この球抜きレバー１７を図１で
左側に移動させることにより、下皿１５の底面の所定箇所が開口され、下皿１５内に停留
された遊技球を下皿１５の底面の開口部分を通して遊技者の持球貯留箱（ドル箱）に排出
することができる。
【００２５】
　そして、遊技球発射ハンドル１８は、下皿１５よりも右方で手前側に突出するように配
設されている。遊技者による遊技球発射ハンドル１８の操作に応じて、遊技球発射装置３
８（図外）によって遊技球が遊技盤３０の方へ打ち込まれるようになっている。遊技球発
射装置３８は、遊技球発射ハンドル１８と後述するセットハンドルと発射モータなどで構
成されている。音出力口２４は、内枠１２０の左右上端部位置に設けられたスピーカ（図
示略）からの音を出力するための出力口である。また、灰皿２２は下皿１５の左方に設け
られている。灰皿２２は左右方向（水平方向）の軸線を軸心にして回動（例えば前方側に
向けて前回り）するように、その右側が下皿１５に片待ち支持されている。
【００２６】
　なお、下皿ユニット１３はその大部分が内枠１２と同様、ＡＢＳ樹脂にて成形されてい
る。こうすることで、粘性が高く衝撃に強くでき、低コストで製造できる。特に、下皿１
５を形成する表面層と下皿１５の奥方の前面パネル部分とを難燃性のＡＢＳ樹脂にて成形
している。このため、この部分は燃えにくくなっている。
【００２７】
　また、前面枠セット１４は、図２に示すように、内枠１２に対して開閉可能に取り付け
られており、内枠１２と同様、パチンコ機１０の正面からみて左側に上下に延びる開閉軸
線を軸心にして前方側に開放できるようになっている。しかも前面枠セット１４は内枠１
２の外側壁（リブ）１２ｂ内に嵌まり込むようにして取り付けられている。つまり、この
前面枠セット１４の側面の少なくとも一部が内枠１２の外側壁（リブ）１２ｂ内に嵌まり
込むようにして取り付けられているので、内枠１２と前面枠セット１４との隙間から異物
（針状あるいは薄板状等のものであって、具体的には針金、ピアノ線、セルロイド板等）
を差し入れるなどの不正行為を防止できるようになっている。また、前面枠セット１４は
、内枠１２と同様に、合成樹脂、具体的にはＡＢＳ樹脂により構成されているので、粘性
が高く衝撃に強くでき、低コストで製造できる。
【００２８】
　一方、前面枠セット１４の下部（上述の下皿１５の上方位置）には、遊技球の受皿とし
ての上皿１９（図１参照）が前面枠セット１４と一体的に設けられている。この上皿１９
は、遊技球を一旦貯留し、一列に整列させながら遊技球発射装置３８の方へ導出するため
の球受皿である。この上皿１９も下皿１５と同様、表面層が難燃性のＡＢＳ樹脂にて成形
される構成となっている。
【００２９】
　図３、図４に示すように、内枠１２は、外形が矩形状の樹脂ベース２０を主体に構成さ
れており、樹脂ベース２０の中央部には略円形状の窓孔２１が形成されている。
　そして、図５及び図６にも示すように、樹脂ベース２０の後側には、図７に示す遊技盤
３０が着脱可能に装着されている。遊技盤３０は四角形状の合板よりなり、その周縁部が
樹脂ベース２０（内枠１２）の裏側に当接した状態で取着されている。従って、遊技盤３
０の前面部の略中央部分が樹脂ベース２０の窓孔２１を通じて内枠１２の前面側に露出し
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た状態となっている（図２では遊技盤３０のアウト口３６が示されている）。
　そして、ここでは、遊技盤３０の前記内枠１２の外枠１１に対する枢着部（パチンコ機
１０の正面からみて左側に上下に延びる開閉軸線を軸心にした枢着）に近いコーナー（隅
）が、略三角形状に角落ち（切り欠き）７２０されている。
【００３０】
　次に、図７を用いて遊技盤３０の構成を説明する。図７は遊技盤３０の構成を示す正面
図である。遊技盤３０は、天入賞口６１０、一般入賞口６００、左右１対の第１始動口６
０１、これら第１始動口６０１の変形部であって第１始動口６０１より若干下方に設けら
れた第２始動口６０２、遊技領域の略中央に設けられた電動役物ユニット（センター役物
）６０３等を備えている。これらの一般入賞口６００、第１始動口６０１、第２始動口６
０２、電動役物ユニット６０３等は、遊技盤３０における、ルータ加工によって形成され
た各貫通穴にそれぞれに配設され、遊技盤３０前面側から木ネジ等により取り付けられて
いる。
【００３１】
　前述の天入賞口６１０、一般入賞口６００、第１の始動口６０１、第２の始動口６０２
に対応する部位には、それぞれ、天入賞口入球センサ、一般入賞口入球センサ、第１始動
口入球センサ、第２始動口入球センサが設けられており、これらセンサは、図示しない電
気配線を通じて後述する主制御基板（主制御装置）に接続されている。そして、天入賞口
６１０、一般入賞口６００、第１始動口６０１、第２始動口６０２および電動役物ユニッ
ト６０３に遊技球が入球した場合には、上記各検出センサで検出され、この検出センサの
出力に基づいて、上皿１９（または下皿１５）へ所定数の賞品球が払い出される。
【００３２】
　尚、上記入賞感知機構にて各々検出された検出結果は、後述する主制御基板に取り込ま
れ、該主制御基板よりその都度の入賞状況に応じた払出指令（遊技球の払出個数）が払出
制御基板に送信される。そして、該払出制御基板の出力により所定数の遊技球の払出が実
施される。かかる場合、各種入賞口に入賞した遊技球を入賞球処理装置に一旦集め、その
入賞球処理装置で入賞球の存在を１つずつ順番に確認した上で払出を行う従来方式（いわ
ゆる証拠球方式）とは異なり、本実施の形態のパチンコ機１０では、各種入賞口毎に遊技
球の入賞を電気的に感知して払出が直ちに行われる（すなわち、本パチンコ機１０では入
賞球処理装置を廃止している）。故に、払い出す遊技球が多量にあっても、その払出をい
ち早く実施することが可能となる。但し、本発明に従来の「証拠球方式」を適用してもよ
い。
【００３３】
　その他に、遊技盤３０の左右端には、上記一般入賞口６００を備えた装飾部材６３０が
設けられる一方、遊技盤３０の下方には、上記第１始動口６０１、第２始動口６０２を備
えた補助ユニット６０８が設けられている。また、遊技盤３０にはアウト口３６が設けら
れており、各種入賞装置等に入球しなかった遊技球はこのアウト口３６を通って図示しな
い球排出路の方へと案内されるようになっている。さらに、遊技盤３０には、遊技球の落
下方向を適宜分散、調整等するために多数の釘が植設されているとともに、同様の機能を
有する風車が配設されている。
【００３４】
　また、遊技盤３０には、遊技球発射装置３８から発射された遊技球を遊技盤３０上部へ
案内するためのレールユニット５０が取り付けられており、遊技球発射ハンドル１８の回
動操作に伴い発射された遊技球はレールユニット５０を通じて所定の遊技領域に案内され
るようになっている。レールユニット５０はリング状をなす樹脂成型品（例えば、フッ素
樹脂が添加されて成形されたもの）にて構成されており、内外二重に一体形成された内レ
ール５１と外レール５２とを有する。なお、レールユニット５０はフッ素樹脂を添加して
成形されているので、図７に示す奥面５０Ａについての遊技球の摩擦抵抗を少なくできる
。内レール５１は上方の約１／４ほどを除いて略円環状に形成され、一部（主に左側部）
か内レール５１に向かい合うようにして外レール５２が形成されている。かかる場合、内
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レール５１と外レール５２とにより誘導レールが構成され、これら各レール５１、５２が
所定間隔を隔てて並行する部分（向かって左側の部分）により球案内通路が形成されてい
る。なお、球案内通路は、遊技盤３０との当接面を有した溝状、すなわち手前側を開放し
た溝状に形成されている。
【００３５】
　内レール５１の先端部分（図７の左上部）には戻り球防止部材５３が取着されている。
これにより、一旦、内レール５１および外レール５２間の球案内通路から遊技盤３０の上
部へと案内された遊技球が再度球案内通路内に戻ってしまうといった事態が防止されるよ
うになっている。また、外レール５２には、遊技球の最大飛翔部分に対応する位置（図７
の右上部：外レール５２の先端部に相当する部位）に返しゴム５４が取着されている。従
って、所定以上の勢いで発射された遊技球は、返しゴム５４に当たって跳ね返さわるよう
になっている。外レール５２の内側面には、遊技球の飛翔をより滑らかなものとするべく
、つまり遊技球の摩擦抵抗を少なくするべく、長尺状をなすステンレス製の金属帯として
の摺動プレートが取着されている。
【００３６】
　また、レールユニット５０の外周部には、外方へ張り出した円弧状のフランジ５６が形
成されている。フランジ５６は、遊技盤３０に対する取付面を構成する。レールユニット
５０が遊技盤３０に取り付けられる際には、遊技盤３０上にフランジ５６が当接され、そ
の状態で、当該フランジ５６に形成された複数の透孔にネジ等が挿通されて遊技盤３０に
対するレールユニット５０の締結がなされるようになっている。本実施形態では、レール
ユニット５０の少なくとも左側を遊技盤３０に強固に締結するために、レールユニット５
０の左側はその右側よりも多いネジで遊技盤３０に締結されているので、レールユニット
５０の左側についての遊技盤３０への密着性を上げることかでき、遊技球の球飛びを良く
することができる。レールユニット５０の左側が遊技盤３０に対してぐらついているとこ
のレールユニット５０に出射された遊技球の勢いが当該ぐらつきにより吸収されてしまう
からである。
【００３７】
　さらに本実施形態では、正面から見てレールユニット５０の上下左右の各端部は略直線
状に（平坦に）形成されている。つまり、レールユニット５０の上下左右の各端部におい
てはフランジ５６が切り落とされ、パチンコ機１０における有限の領域にてレール径の拡
張、すなわち遊技盤３０上の遊技領域の拡張が図られるようになっている。
【００３８】
　内レール５１および外レール５２間の球案内通路の入口には、同球案内通路の一部を閉
鎖するようにして凸部５７が形成されている。この凸部５７は、内レール５１からレール
ユニット５０下端部にかけて略鉛直方向に設けられ、遊技領域まで至らず球案内通路内を
逆流してくるファール球をファール球通路に導くための役目をなす。なお、遊技盤３０の
右下隅部および左下隅部は、証紙（例えば製造番号が記載されている）等のシール（図７
のＳ１，Ｓ２）やプレートを貼着するためのスペースとなっており、この貼着スペースを
確保するために、フランジ５６に切欠５８，５９が形成されている。遊技盤３０の右下隅
部や左下隅部に、証紙等のシール（図７のＳ１，Ｓ２）を貼着することで、遊技盤３０と
証紙との一義性を持たせることができる。
【００３９】
　次に、遊技領域について説明する。遊技領域は、レールユニット５０の内周部（内外レ
ール）により略円形状に区画形成されている。本実施形態では、遊技領域を、パチンコ機
１０の正面から見て、内レール５１および外レール５２によって囲まれる領域のうち、内
外レール５１，５２の並行部分である誘導レールの領域を除いた領域としている。従って
、遊技領域と言った場合には誘導レール部分は含まないため、遊技領域の向かって左側限
界位置は外レール５２によってではなく内レール５１によって特定される。同様に、遊技
領域の向かって右側限界位置は内レール５１によって特定される。また、遊技領城の下側
限界位置は遊技盤３０の下端位置によって特定される。また、遊技領域の上側限界位置は
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外レール５２によって特定される。
【００４０】
　前記樹脂ベース２０において、窓孔２１（遊技盤３０）の下方には、遊技球発射装置３
８より発射された直後に遊技球を案内するための発射レールが取り付けられている。発射
レールは、その後方の金属板を介して樹脂ベース２０に取付固定されており、所定の発射
角度（打ち出し角度）にて直線的に延びるよう構成されている。従って、遊技球発射ハン
ドル１８の回動操作に伴い発射された遊技球は、まずは発射レールに沿って斜め上方に打
ち出され、その後前述した通りレールユニット５０の球案内通路を通じて所定の遊技領域
に案内されるようになっている。
【００４１】
　また、発射レールとレールユニット５０（誘導レール）との間には所定間隔の隙間があ
り、この隙間より下方にファール球通路が形成されている。従って、仮に、遊技球発射装
置３８から発射された遊技球が戻り球防止部材５３まで至らずファール球として誘導レー
ル内を逆戻りする場合には、そのファール球がファール球通路を介して下皿１５に排出さ
れる。
【００４２】
　ファール球が誘導レール内を逆流してくる際、その多くは外レール５２に沿って流れ、
外レール５２の下端部に到達した時点で下方に落下するが、一部のファール球は誘導レー
ル内で暴れ、内レール５１側へ跳ね上がるものもある。この際、跳ね上がったファール球
は、球案内通路入口の前記凸部５７に当たり、ファール球通路に誘導される、これにより
、ファール球の全てがファール球通路に確実に案内されるようになり、ファール球と次に
発射される遊技球との干渉が抑制される。
【００４３】
　なお、詳しい図面の開示は省略するが、遊技球発射装置３８には、前面枠セット１４側
の球出口（上皿１９の最下流部より通じる球出口）から遊技球が１つずつ供給される。ま
た、遊技球発射装置３８には打球槌が設けられ、軸部を中心とする打球槌の回動に伴い遊
技球が発射される。
【００４４】
　図２中の符号６７は上皿１９に通ずる排出口であり、この排出口６７を介して遊技球が
上皿１９に排出される。この排出口６７には、略水平方向の回転軸を軸心として略水平状
態と略垂直状態とに変位する開閉式のシャッタが取り付けられている、前面枠セット１４
を内枠１２から開放した状能（図２の状態）では、バネ等の付勢力によりシャッタが略水
平状態から略垂直状態となり、排出口６７から遊技球がこぼれ落ちないようにこの排出口
６７を閉鎖する。また、前面枠セット１４を閉鎖した状態では、当該前面枠セット１４の
裏面に設けられた球通路樋６９（図２参照）によりシャッタが押し開けられて略水平状態
になり、排出口６７の方へ排出された遊技球はもれなく球通路樋６９を通って上皿１９に
排出されるようになる。従って、本パチンコ機１０においては、前面枠セット１４の開放
に際し払出通路内等の遊技球がパチンコ機１０外にこぼれ落ちてしまうといった不都合が
防止できるようになっている。
【００４５】
　図３に示すように、樹脂ベース２０には、窓孔２１の右下部に略四角形状の小窓７１が
設けられている。従って、遊技盤３０の右下隅部に張られた証紙などのシール（図４のＳ
１）は、この小窓７１を通じて視認できるようになっている。また、この小窓７１からシ
ール等を貼り付けることも可能となっている。
【００４６】
　また、図４に示すように、内枠１２の左端部には、前面枠セット１４の支持機構として
、支持金具８１，８２が取り付けられている。上側の支持金具８１には図の手前側に切欠
を有する支持孔８３が設けられ、下側の支持金具８２には鉛直方向に突出した突起軸（図
外）８４が設けられている。
【００４７】
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　図２に示すように、内枠１２の上側には、１４が内枠１２に対して開かれたことを検出
する前面枠セット開検出スイッチ９０が設けられている。前面枠セット１４が開かれると
、前面枠セット開検出スイッチ９０からホール内（パテンコ店内）用コンピュータヘ出力
されるようになっている。また、前面枠セット１４が閉じられると、図５に示す前面枠セ
ット１４の金属製の補強板が、内枠１２の一対の金具に接触するようになっており、前面
枠セット１４のアースが確保されている。
【００４８】
　ここで、前述した前面枠セット１４について、図１，図２を参照しつつより詳細に説明
する。図２は、前面枠セット１４の背面斜視図である。前面枠セット１４には前記遊技領
域のほとんどを外部から視認することができるよう略楕円形状の窓部１０１が形成されて
いる。詳しくは、窓部１０１は、その左右側の略中央部が、上下側に比べて比較的緩やか
に湾曲した形状となっている。なお、前記略中央部が直線状になるようにしてもよい。
【００４９】
　また、パチンコ機１０の正面から見て窓部１０１の左端と前面枠セット１４の左端との
間の最短距離（いわゆる左側部フレーム部分の左右幅）、すなわち開閉軸線側のフレーム
幅は、前面枠セット１４自体の強度および支持強度を高めるために比較的大きく設定され
ている。この場合、図１および図３を相互に比較すると明らかなように、前面枠セット１
４が閉じられた状態において、外レール５２の左端部はもちろん、内レール５１の左端部
も前記左側部フレーム部分によって覆い隠される。つまり、誘導レールの少なくとも一部
が、パチンコ機１０の正面からみて前面枠セット１４の左側部フレーム部分と重複し覆い
隠される。このように遊技球が一時的に視認困難となったとしても、それは、遊技球が遊
技領域に案内される通過点に過ぎず、遊技者が主として遊技を楽しむ遊技領城において遊
技球が視認困難となるわけではない。そのため、実際の遊技に際しては何ら支障が生じな
い。また、このような支障が生じない一方で、前面枠セット１４の十分な強度および支持
強度が確保可能となっている。
【００５０】
　加えて、前面枠セット１４にはその周囲（例えばコーナー部分）に、演出装置７００の
一つとして、各種ランプ等の発光手段が設けられている。これら発光手段は、大当たり遊
技状態時や羽根開放時等における遊技状態の変化に応じて点灯、点滅のように発光態様が
変更制御され遊技中の演出効果を高める役割を果たすものである。例えば、窓部１０１の
周縁には、ＬＥＤ等の発光手段を内蔵した環状電飾部１０２が左右対称に設けられ、該環
状電飾部１０２の中央であってパチンコ機１０の最上部には、同じくＬＥＤ等の発光手段
を内蔵した中央電飾部１０３が設けられている。本パチンコ機１０では、中央電飾部１０
３が大当たりランプとして機能し、大当たり遊技状態時に点灯や点滅を行うことにより、
大当たり遊技状態中であることを報知する。さらに、上皿１９周りにも、同じくＬＥＤ等
の発光手段を内蔵した上皿電飾部１０４が設けられている。その他、中央電飾部１０３の
左右側方には、賞球払出し中に点灯する賞球ランプ１０５と所定のエラー時に点灯するエ
ラー表示ランプ（ＬＥＤ：後に言及）とが設けられている。また、環状電飾部１０２の下
端部に隣接するようにして、内枠１２表面や遊技盤３０表面等の一部を視認できるよう透
明樹脂からなる小窓１０７が設けられている。この小窓１０７の所定箇所を平面状として
いるので、遊技盤３０の右下隅部に貼り付けられた証紙などを、小窓１０７の当該平面状
箇所から機械で好適に読み取ることができる。更に、遊技領域内にも、役物用、入賞口用
等の電飾ランプ、ＬＥＤが存在するが、こうした発光手段も演出装置となる。
【００５１】
　また、窓部１０１の下方には貸球操作部１２０が配設されており、貸球操作部１２０に
は球貸しボタン１２１と、返却ボタン１２２と、度数表示部１２３とが設けられている。
パチンコ機１０の側方に配置された図示しないカードユニット（球貸しユニット）に紙幣
やカード等を投入した状態で貸球操作部１２０が操作されると、その操作に応じて遊技球
の貸出が行われる。球貸しボタン１２１は、カード等（記録媒体）に記録された情報に基
づいて貸出球を得るために操作されるものであり、カード等に残額が存在する限りにおい
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て貸出球が上皿１９に供給される。返却ボタン１２２は、カードユニットに挿入されたカ
ード等の返却を求める際に操作される。度数表示部１２３はカード等の残額情報を表示す
るものである。なお、カードユニットを介さずに球貸し装置部から上皿に遊技球が直接貸
し出されるパチンコ機、いわゆる現金機では貸球操作部１２０が不要となる。故に、貸球
操作部１２０の設置部分に、飾りシール等が付されるようになっている。これにより、カ
ードユニットを用いたパチンコ機と現金機との貸球操作部の共通化が図れる。
【００５２】
　また、図１に示すように、前面枠セット１４の左側の小窓１０７付近を前面側（図１の
紙面手前側）に必要以上に突出しないようにしている。こうすることで、パチンコ機１０
の左側に設けられたカードサンドの球貸し装置から直接に上皿１９に遊技球を貸し出す際
に、当該球貸し装置のノーズ部（いわゆる象の鼻）の先端排出口を好適に上皿１９の上方
位置に位置させることができ、当該球貸し装置のノーズ部から貸し出される遊技球を上皿
１９で受けることかできる。
【００５３】
　前面枠セット１４の裏側には、窓部１０１を囲むようにして金属製の各種補強部材が設
けられている。詳しくは、図８示すように、前面枠セット１４の裏側にあって窓部１０１
の上下左右の外側にはそれぞれ補強板１３１，１３２，１３３，１３４が取り付けられて
いる。これら補強板１３１～１３４は相互に接触して連結されているが、図の左側および
上側の補強板１３２，１３３の連結部には直接の接触を避けるための樹脂パーツ１３５が
介在されている。このように補強板１３２，１３３の連結部に樹脂パーツ１３５を介在さ
せているので、ノイズが補強板１３１～１３４でループすることを防止できる。また、図
８の右側の補強板１３１にはその中間位置にフック状をなす係合爪１３１Ａが設けられて
おり、この係合爪１３１Ａは、前面枠セット１４を閉じた状態で内枠１２の孔部に係合さ
れるように構成されている。この構成により、上皿１９を含む形態で前面枠セット１４が
構成され、その上下の軸支位置が延長されたとしても、中間位置における前面枠セット１
４の浮き上がりが防止できる。それ故、前面枠セット１４を浮かしての不正行為等が抑制
されるようになっている。
【００５４】
　また、下側の補強板１３４には、前記発射レールに対向する位置に樹脂製のレール側壁
部材１３６が設けられている。このレール側壁部材１３６は、前面枠セット１４を閉じた
際に発射レールの側壁となる。故に、発射レールから遊技球がこぼれ落ちないようになっ
ている。
【００５５】
　上述した補強板１３１～１３４はガラス支持用の金枠としての機能も兼ね備えており、
これら補強板１３１～１３４の一部が後方に折り返されてガラス保持溝が形成されている
。このガラス保持溝は前後に２列形成されており、矩形状をなす前後一対のガラス１３７
が各ガラス保持溝にて保持される。これにより、２枚のガラス１３７が前後に所定間隔を
隔てて取着されるようになっている。
【００５６】
　また、前面枠セット１４の図８の右端部（パチンコ機１０正面から見ると左端部）には
、内枠１２の支持機構として、支持金具１５１，１５２が取り付けられている。従って、
内枠１２側の支持金具８１，８２（図４参照）に対して前面枠セット１４側の支持金具１
５１，１５２を組み付けることで、内枠１２に対して前面枠セット１４が開閉可能に装着
されるようになる。
【００５７】
（パチンコ機の背面構成）
　次に、セット板４００を備えたパチンコ機１０の背面の構成を詳しく説明する。図９は
パチンコ機１０の背面図であり、外枠１１が外された状態を示す。
　先ず、パチンコ機１０の背面構成について全体の概要を説明する。パチンコ機１０には
その背面（実際には内枠１２および遊技盤３０の背面）において、各種制御基板が上下左
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右に並べられるようにしてまたは前後に重ねられるようにして配置されており、さらに、
遊技球を供給するための遊技球供給装置（払出機構）や樹脂製の保護カバー等が取り付け
られている。本実施形態では、各種制御基板を２つの取付台に分けて搭載して２つの制御
基板ユニットを構成し、それら制御基板ユニットを個別に内枠１２または遊技盤３０の裏
面に装着するようにしている。この場合、主制御基板と音声ランプ制御基板とを取付台に
搭載してユニット化すると共に、払出制御基板、発射制御基板および電源基板は、セット
板４００の第２パーツを構成する排出通路盤２１７（図５参照）にユニット化している。
ここでは便宜上、前者のユニットを「第１制御基板ユニット２０１」と称し、後者のユニ
ットを「第２制御基板ユニット２０２」と称することとする。
【００５８】
　第１制御基板ユニット２０１、第２制御基板ユニット２０２は、ユニット単位で何ら工
具等を用いずに着脱できるよう構成されており、さらにこれに加え、一部に支軸部を設け
て内枠１２または遊技盤３０の裏面に対して開閉できる構成となっている。これは、各ユ
ニット２０１～２０２やその他構成が前後に重ねて配置されても、隠れた構成等を容易に
確認することを可能とするための工夫でもある。
【００５９】
　遊技盤３０は、樹脂ベース２０に囲まれた四角枠状の設置領域に設置され、図３に示す
内枠１２に設けられた複数（本実施形態では５カ所）の係止固定具７０５によって脱落し
ないように固定されている。係止固定具７０５は手動で回動でき、固定位置（ロック位置
）と固定解除位置（アンロック位置）とを切り換えることができるように遊技盤３０の左
右４ヵ所の係止固定具は金属片を折り曲げ形成したＬ型の金具であり、遊技盤３０の固定
状態で内枠外方へ張り出さないよう構成されている。なお、遊技盤３０の下部１カ所の係
止固定具７０６は樹脂製のＩ型の留め具である。
【００６０】
　図７にも示すように、遊技盤３０の中央には電動役物ユニット６０３が配置されている
一方、電動役物ユニット６０３の下側には第１始動口６０１および第２始動口６０２を備
えた補助ユニット６０８が配置されている。遊技盤３０の裏面には、電動役物ユニット６
０３、補助ユニット６０８、および、装飾部材６３０を取り囲むようにして、遊技球回収
機構を備えた裏枠セット（図示せず）が取り付けられている。
　また、図５に示すように、遊技盤３０の下方には、内枠１２に樹脂製（例えばポリカー
ボネート樹脂製）の排出通路盤２１７が取り付けられており、該排出通路盤２１７には、
排出球をパチンコ機１０外部へ案内するための排出通路２１８が形成されている。従って
、図７に示す一般入賞口６００等に入賞した遊技球は何れも前記裏枠セットの回収通路を
介して集合し、さらに排出通路盤２１７の排出通路２１８を介してパチンコ機１０外部に
排出される。なお、アウト口３６（図７参照）も同様に排出通路２１８に通じており、何
れの入賞口にも入賞しなかった遊技球も排出通路２１８を介してパチンコ機１０外部に排
出される。
【００６１】
　また、内枠１２の裏面には、図３及び図４に示されているように、第２制御基板ユニッ
ト２０２やセット板４００を取り付けるための取付機構が設けられている。具体的には、
内枠１２にはその右端部に長尺状の支持金具２３５が取り付けられており、その構成を図
１０に示す。図１０に示すように、支持金具２３５は長尺板状の金具本体２３６を有し、
その金具本体２３６より起立させるようにして、下方２カ所に第２制御基板ユニット用の
支持孔部２３７が形成されると共に、上下方２ヵ所にセット板用の支持孔部２３７，２３
８が形成されている。それら支持孔部２３７，２３８にはそれぞれ上下の方向で同軸心状
の支持孔が形成されている。
　そして、セット板４００には、その右端部に上下一対の縦軸心の支軸が設けられており
、この支軸を図１０に示す支持孔部２３７，２３８に上方から挿通させることで、セット
板４００が内枠１２に対して開閉可能に支持される。
【００６２】
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　その他、図４に示すように、内枠１２の背面構成において、遊技盤３０の右下部には、
後述する払出機構部３５２（図９参照）より払い出される遊技球を上皿１９、下皿１５、
または排出通路２１８の何れかに振り分けるための遊技球分配部２４５が設けられている
。即ち、遊技球分配部２４５の開口部２４５Ａは上皿１９に通じ、開口部２４５Ｂは下皿
１５に通じ、開口部２４５Ｃは排出通路２１８に通じる構成となっている。図８に示すよ
うに、遊技球分配部２４５は、前記セット板４００にネジで締結固定されており、パチン
コ機１０の上皿１９の排出口６７（図２参照）から異物を挿入操作するなどしても動かな
い、つまり遊技球分配部２４５が奥側に押されて遊技球分配部２４５と内枠１２との間に
隙間が空くようなことが無いし、この隙間に異物を押入するなどによる不正を防止できる
。また、内枠１２の下端部には、下皿１５に設置されたスピーカの背後を囲むための樹脂
製のスピーカボックスが取り付けられており、このスピーカボックスにより低音域の音質
改善が図られている。
【００６３】
　次に、第１制御基板ユニット２０１を、図５、図６及び図９を用いて説明する。図９は
第１制御基板ユニット２０１の正面図（パチンコ機の裏面から見た）、図５、図６は同ユ
ニット２０１の背面斜視図である。
【００６４】
　第１制御基板ユニット２０１は、略Ｌ字状をなす取付台を有し、この取付台に主制御装
置２６１と音声ランプ制御装置２６２とが搭載されている。ここで、主制御装置２６１は
、主たる制御を司るＣＰＵ、遊技プログラムを記憶したＲＯＭ、遊技の進行に応じた必要
なデータを記憶するＲＡＭ、各種機器との連絡をとるポート、各種抽選の際に用いられる
乱数発生器、時間計数や同期を図る場合などに使用されるクロックパルス発生回路等を含
む主制御基板を具備しており、この主制御基板が透明樹脂材料等よりなる基板ケース２６
３に収容された構成とされる。
【００６５】
　また、音声ランプ制御装置２６２は、例えば主制御装置２６１（主制御基板）または図
示しない表示制御装置からの指示に従い音声やランプ表示の制御を司るＣＰＵや、その他
ＲＯＭ、ＲＡＭ、各種ポート等を含む音声ランプ制御基板を具備しており、この音声ラン
プ制御基板が透明樹脂材料等よりなる基板ケース２６５に収容されて構成されている。音
声ランプ制御装置２６２上には電源中継基板が搭載されており、後述する電源基板より供
給される電源がこの電源中継基板を介して前記表示制御装置および音声ランプ制御装置２
６２に出力されるようになっている。
【００６６】
　取付台は、有色（例えば緑、青等）の樹脂材料（例えばポリカーボネート樹脂製）にて
成形され、その表面に平坦状をなす２つの基板搭載面が設けられている。これら基板搭載
面は直交する向きに延び、前後方向に段差をもって形成されている。但し、取付台は無色
透明または半透明の樹脂成型品であっても良い。
【００６７】
　そして、一方の基板搭載面上に主制御装置２６１（主制御基板）が横長の向きに配置さ
れると共に、他方の基板搭載面上に音声ランプ制御装置２６２（音声ランプ制御基板）が
縦長の向きに配置されるようになっている。特に、主制御装置２６１は、パチンコ機１０
裏面から見て手前側に配置され、音声ランプ制御装置２６２はその奥側に配置される。こ
の場合、基板搭載面が前後方向に段差をもって形成されているため、これら基板搭載面に
主制御装置２６１および音声ランプ制御装置２６２を搭載した状態において各制御装置２
６１，２６２はその一部を前後に重ねて配置されるようになる。つまり、図９等にも見ら
れるように、主制御装置２６１はその一部（本実施の形態では１／３程度）が浮いた状態
で配置されるようになる。故に、主制御装置２６１に重なる領域まで音声ランプ制御装置
２６２を拡張することが可能となり、当該制御基板の大型化にも良好に対処できる。また
、各制御装置が効率良く設置できるようになる。また、第１制御基板ユニット２０１を遊
技盤３０に装着した状態では、基板搭載面の後方にスペースが確保され、電動役物ユニッ
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ト６０３やその電気配線等が無理なく設置できるようになっている。
【００６８】
　主制御基板用の基板搭載面には、左右２ヵ所に横長形状の貫通孔が形成されている。こ
れに対応して、主制御装置２６１の基板ケース２６３には、その裏面の左右２ヵ所に回動
式の固定具が設けられている。主制御装置２６１を基板搭載面に搭載する際には、基板搭
載面の貫通孔に固定具が通され、その状態で固定具が回動されて主制御装置２６１がロッ
クされる。従って、上述の通り主制御装置２６１はその一部が浮いた状態で配置されると
しても、当該主制御装置２６１の脱落等の不都合が回避できる。また、主制御装置２６１
は、セット板４００を開き、第１制御基板ユニット２０１を、軸線を軸心として開いた後
に、この第１制御基板ユニット２０１の裏面側から固定具をロック解除しなければ、取り
外しできないため、基板取り外し等の不正行為に対して抑止効果が期待できる主制御基板
用の基板搭載面にはその裏面に格子状のリブが設けられている。
【００６９】
　取付台には、左端面に上下一対の支軸が設けられており、この支軸を支持金具に取り付
けることで、第１制御基板ユニット２０１が遊技盤３０に対して開閉可能に支持される。
また、取付台には、右端部に締結具として上下一対のナイラッチが設けられると共に上端
部に長孔が設けられており、ナイラッチを被締結孔にはめ込むこと等により、第１制御基
板ユニット２０１が遊技盤３０に固定されるようになる。
【００７０】
　第２制御基板ユニット２０２は、図５及び図６に示すように、セット板４００を構成す
る排出通路盤２１７でもってユニット化されているが、これには、払出制御装置３１１、
発射制御装置３１２、電源制御装置３１３およびカードユニット接続基板３１４が含まれ
る。払出制御装置３１１、発射制御装置３１２および電源制御装置３１３は周知の通り制
御の中枢をなすＣＰＵや、その他ＲＯＭ、ＲＡＭ、各種ポート等を含む制御基板を具備し
ており、払出制御装置３１１により、賞品球や貸出球の払出が制御される。また、発射制
御装置３１２により、遊技者による遊技球発射ハンドル１８の操作に従い発射モータの制
御が行われ、電源制御装置３１３により、各種制御装置等で要する所定の電源電圧が生成
され出力される。カードユニット接続基板３１４は、パチンコ機前面の貸球操作部１２０
（図１参照）および図示しないカードユニットに電気的に接続され、遊技者による球貸し
操作の指令を取り込んでそれを払出制御装置３１１に出力するものである。なお、カード
ユニットを介さずに球貸し装置等から上皿１９に遊技球が直接貸し出される現金機では、
カードユニット接続基板３１４は不要である。
【００７１】
　上記払出制御装置３１１、発射制御装置３１２、電源制御装置３１３およびカードユニ
ット接続基板３１４は、透明樹脂材料等よりなる基板ケース３１５，３１６，３１７，３
１８にそれぞれ収容された構成とされる。
【００７２】
　図９に示すように、払出制御装置３１１には状態復帰スイッチ３２１が設けられている
。例えば、払出モータ部の球詰まり等、払出エラーの発生時において状態復帰スイッチ３
２１が押下されると、払出モータが正逆回転され、球詰まりの解消（正常状態への復帰）
が図られるようになっている。
　また、電源制御装置３１３にはＲＡＭ消去スイッチ３２３が設けられている。
【００７３】
　上記のように、この遊技機１０は、島設備に固定される外枠１１に対して合成樹脂成型
の内枠１２を縦軸心周りに回動自在に枢着し、この内枠１２に対して木製の遊技盤３０を
裏側から固定し、更に、前記内枠１２に対し、前記内枠１２の前面側において前面枠セッ
ト１４を縦軸心周りに回動自在に枢着し、また、前記内枠１２に対し、後面側においてセ
ット板４００を縦軸心周りに回動自在に枢着し、前記前面枠セット１４には演出装置７０
０（ランプ等）が設けられ、前記遊技盤３０の裏面には前記演出装置７００を制御する制
御基板である音声ランプ制御装置２６２（音声ランプ制御基板）が備えられている。
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【００７４】
　そして、上記した通り、また、図７に示すように、前記内枠１２の外枠１１に対する枢
着部７２５に近い前記遊技盤３０のコーナーが、略三角形状（遊技盤の中心側は円弧状）
に角落ち７２０されている。前記枢着部７２５は、図２及び図４に示すように、外枠１１
に固定のブラケット７２６（上端部）、７２７（下端部）に、内枠１２に固定の取り付け
金具７２８（上端）、７２９（下端）を枢着することで構成されている。
【００７５】
　この角落ちは、従来の問題点に鑑みなされたものである。即ち、従来は、図１５に示す
ように、上記遊技盤３０′の正面視で左上部分及びこれに対応する内枠１２′所定箇所に
それぞれ配線用貫通孔７３１′、７３２′が形成され、演出装置の一つである前面枠セッ
トランプの配線（前面枠セット１４′側で一箇所にまとめられている）が、この配線用貫
通孔７３１′７３２′を通して前記内枠１２′、遊技盤３０′の裏面側の取付部に取り付
けられている中継基板に接続されている。
【００７６】
　図１５に示すように、配線用貫通孔の裏面側を覆う位置（例えば、セット板４００′の
対応位置）に中継基板７３０′を配置し、該中継基板７３０′前面の前面枠セットランプ
配線用コネクタ７３３′を配線用貫通孔７３１′７３２′から露出されるように配置して
（制御基板側の配線と接続するコネクタは中継基板の裏面に配置）、遊技機の前面側から
前面枠セットランプの配線コネクタ７３４′を抜き差しできるようにしたものがある。こ
のようにすれば、内枠１２′の前面側から前面枠セットランプの配線中継基板７３３′に
対して接続させることができ、前面枠セットランプの配線を内枠１２′の裏面側まで通し
て中継基板とするような手間をなくすることができる。
【００７７】
　しかし、昨今は、遊技領域が遊技盤前面に対し、できる限り広がりを持つように伸張さ
れる傾向にあり、その分だけ配線用貫通孔が隅に追いやられ、面積の小さなコーナー部分
（略三角形）に所定の大きさの貫通孔を開口することで、周縁部分（コーナー）の強度が
低下するといった課題が生じている。上記角落ち構成は、この問題の一解決手段である。
　図２乃至図６に示す通り、この遊技盤３０のコーナーの角落ち７２０に伴い、前記内枠
１２を、角落ちされた遊技盤３０の切り欠き空間に延出して取り付け部７４０を構成して
いる。勿論、この取り付け部７４０は、内枠１２が樹脂成型されるときに形成される。
【００７８】
　更に、図１１乃至図１４図を用いて、この取り付け部７４０の構成を詳述する。図１３
は、この取り付け部７４０の概念を示すための概略斜視図であり、図１４は、その要部の
概略縦断側面図である。この取り付け部７４０は、前記遊技機１０の表側から裏側に伸び
、且つ、前記切り欠き空間の外周を形成する外周壁７４１を有する。この外周壁７４１は
、正面視で略三角形（実際には、図１１に示す形状であり、その遊技盤の中心側は円弧状
に切り欠かれている）を成しており、この外周壁７４１に囲まれる内側部分に支持面７４
２を設けると共に該支持面７４２の略中央位置に貫通孔７３１を形成してある。
【００７９】
　図１３、図１４に示すように、取り付け部７４０は、その周縁リブ７４０Ａの前面に、
所定の幅の前壁面７４０Ｂを有するもので、前記枢着部７２５のあるコーナーにおいて、
前壁面７４０Ｂの部分から略三角形状の凹部が形成され、この凹部を囲う壁が前記外周壁
７４１である。この外周壁７４１の前記遊技機１０の表側から裏側に伸びる幅（高さ）は
、遊技盤３０の厚みよりも大きい。そして、この外周壁７４１の上側部分及び取り付け部
７４０の横側部分は、上記周縁リブ７４０Ａと平行に延びているが、遊技盤３０の中心側
の外周壁部分７４１Ａは、図１４に示すように、前面側に向かって前記凹部を広げる方向
に傾斜している。
【００８０】
　そして、この外周壁部分７４１Ａが、支持面７４２から表側に、ガイドレール（外レー
ル５２）よりも高くなるように構成されている。このように、前記遊技盤３０の中心側に



(16) JP 2014-97312 A 2014.5.29

10

20

30

40

50

位置する前記外周壁部分７４１Ａがガイドレール外レール５２）よりも高く構成されるこ
とで、窓部の透明板ユニットを押し付けて密着させることができ、両部材間の間隙発生を
防止して、また、遊技盤面と透明板との間隔を一定に維持する役目も果たし、透明板押し
付けによる不正行為（羽根を開きっぱなしにするなど）を防止できる。
　そして、この外周壁部分７４１Ａの前面側が、後側に向けて折り曲げされており、この
折り曲げ部７４１Ｂは、上方の外周壁部分７４１Ａよりも短く形成され、その後端部に、
遊技盤３０の上部周縁部が接当している。図１４において、５２は、外レールを示し、１
３７はガラスを示す。
【００８１】
　そして、前記支持面７４２に、前記演出装置７００（ここでは、前面枠セットランプ）
を、前記制御基板、即ち、音声ランプ制御装置２６２（音声ランプ制御基板）に繋ぐため
の中継基板７３０が配置されている。ここでは、中継基板７３０は、前記外周壁７４１に
囲まれた小さなスペース（凹部）の中に完全埋没される状態で、支持面７４２に対して、
図示していないが、ネジ止めされている。この中継基板７３０の後側面には、前記貫通孔
７３１を通って後側に伸びるコネクタ７３５が設けられており（図６も参照）、音声ラン
プ制御装置２６２（音声ランプ制御基板）から伸びているコードのコネクタ７３６が接続
されるように構成されている。また、中継基板７３０の前側面には、コネクタ７３７が設
けられており（図２も参照）、前面枠セット１４の前記演出装置７００（ここでは、前面
枠セットランプ）から伸びているコードのコネクタ７３８が接続されるように構成されて
いる。
【００８２】
（特徴構成）
　本発明の遊技機は、遊技機本体の第１取り付け部を構成する内枠１２の枢支軸側上方部
に取り付けられる第１基板、ここでは前面枠セットランプ用の前記中継基板７３０（図２
、図１１、図１２参照）と、遊技機本体に対して開閉自在な第２取り付け部を構成するセ
ット板４００（図２、図５、図６、図１１、図１２参照）に取り付けられる第２基板、こ
こでは外部端子盤８００（図２、図５、図６、図９、図１１、図１２参照）とを備え、且
つ、第２取り付け部のセット板４００が開状態ときに第１基板の枢支軸側上方部の少なく
とも一部が露出され（コネクタ部分等）、セット板４００が閉状態のときに両基板の中継
基板７３０及び外部端子盤８００が正面視で重なるようにし、更に、セット板４００の前
面側と前記内枠１２の枢支軸側上方部の背面側との間には開閉どちらの状態であっても空
間が形成されるように構成されている。
【００８３】
　上記前面枠セットランプ、即ち、前記演出装置７００は、前記制御基板、即ち、音声ラ
ンプ制御装置２６２（音声ランプ制御基板）によって、その発光態様により、大当たり遊
技状態の他に、図柄変動中であること、特定図柄変動中であること、高確率遊技中である
こと、時間短縮遊技（変動時間が短縮される期間）中であること、始動口に遊技球が入球
したこと、タンク玉無しエラー状態（島設備から遊技球の供給を受けるタンクの遊技球が
不足している）、払出しエラー状態（払出しモーターが動作しているのに遊技球が払い出
されない）、などの状態を報知するように構成されている。
【００８４】
　また、上記外部端子盤８００は、複数の端子及びそれに対応するフォトリレー（これら
を状態伝達手段とする）を設けており、それぞれに異なる複数の情報が外部に伝達される
ようになっている。この状態伝達手段として、Ａ．大当たり遊技中に出力される、Ｂ．大
当たり中及び時短中（高確率中の時短も含む）に出力される、Ｃ．高確率中以外の時短中
に出力される、Ｄ．特別図柄確定時（図柄変動終了時）に出力される、Ｅ．始動口入球ご
とに出力される、Ｆ．内枠開放時に出力される、Ｇ．前面枠又はセット板開放時に出力さ
れる。また、タンク玉無し時に出力する端子を設けてもよい。
【００８５】
　上記第１基板は、中継基板７３０であり、その音声ランプ制御装置２６２（音声ランプ
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制御基板）がこの中継基板７３０を介して、前面枠ランプセットを制御し、状態報知（遊
技状態を報知するための所定の状態報知態様でＬＥＤを発光させる）を行う。第２基板は
外部端子盤８００であり、上述した機能を発揮するもので、外枠１１より裏面側に突出す
るように配置されている。この外部端子盤８００は、遊技機の外部と配線により接続され
るため、遊技機の枢支軸配置側で、且つ上方にあることが望ましく、更に外枠１１の厚み
から裏面側に突出させて配置することが望ましい。
【００８６】
　ここで、上述したエラー状態などの状態報知について図１及び図９に基づいて述べる。
［遊技球の払い出しに関するエラー報知］
（タンク球無し）
　タンク球無しの報知は、タンクとタンクレールに遊技球が無いことを報知するもので、
図１に示す右コーナーＬＥＤ８１０が点灯し、図９に示すモニターＬＥＤ８１１が消灯し
、状態表示８１２が「１」を点滅表示する。
　（下受け皿満タン）
　下受け皿満タンの報知は、図１に示す右コーナーＬＥＤ８１３が点灯し、図９に示すモ
ニターＬＥＤ８１１が消灯する。そして、状態表示８１２が「２」を点滅表示する。
（払出ユニット異常）
　払出モーター駆動中にも関わらず払出カウントスイッチに遊技球の通過がない状態を示
すもので、右コーナーＬＥＤ８１０が点灯し、モニターＬＥＤ８１１が消灯し、状態表示
８１２が、「３」を点滅表示する。
【００８７】
［電源に関するエラー報知］
（ヒューズ切れ１及びヒューズ切れ２）
　ヒューズ切れ１は、図９に示す第１ヒューズ８１４に定格以上の電流が流れたとき、ヒ
ューズ切れ２は、第２ヒューズ８１５に以上の定格以上の電流が流れたときに飛んでしま
った状態であるが、このエラー状態報知は、表示されない。
【００８８】
［その他のエラー報知］
　その他のエラーとしては、「ガラス枠開放」、「内枠開放」、「遊技球等貸出装置未接
続」、「遊技球等貸出装置通信異常」、「コマンド異常」、「コネクタ未接続」がある。
　そのうち、遊技球等貸出装置が未接続の場合は、図９に示すモニターＬＥＤ８１６及び
モニタＬＥＤ８１７が消灯する。そして、遊技球等貸出装置通信異常は、前記状態表示８
１２が「Ｕ」を点滅表示する。また、コマンド異常は、ハーネスの破損等によるコマンド
不良を示すもので、前記状態表示８１２が「Ｃ」を点滅表示する（電源投入時にコマンド
異常になった場合は点灯表示）。更に、コネクタ未接続は、モニターＬＥＤ８１８が消灯
する（ただし、発射動作中は点滅する）。
　尚、図９において、８１９は、遊技機電源コードを示し、８２０は、電源スイッチを示
し、８２１は、外部接続アース線を示す。
【００８９】
　これにより、前記中継基板７３０と外部端子盤８００との間には間隙が生じてしまうが
、この隙間に不正基板などを隠される虞がある（中継基板は状態報知指令を中継し、外部
端子盤は状態伝達手段を備えていることにより、ゴト師などが遊技機の状態報知を遊技機
にさせないように中継基板、外部端子盤の間に不正基板を配置してそれぞれに対して不正
な信号を送るなどの不正行為が考えられるため、この間隙をなくすることが望まれる）。
しかし、上記隙間防止部材８０１を設けることで、隙間が生じるのを防止できる。
【００９０】
　また、内枠１２とセット板４００との一方の設計変更がされる場合、隙間の大きさ、形
状に変更が生じることが考えられるが、この場合に、内枠１２、セット板４００の他方ま
で形状を変更させることなく隙間防止部材８０１を変更するだけで隙間が大きくなること
を防止できる。
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【００９１】
　そして、前記空間に、前記第１、第２取り付け部（遊技盤３０、セット板４００）とは
別体の隙間防止部材８０１を備え、該隙間防止部材８０１を、前記第２取り付け部材のセ
ット板４００に対して連結固定してある。この隙間防止部材８０１の具体構造及び連結固
定は次の通りである。
　即ち、図１６乃至図１８に示すように、前記隙間防止部材８０１が、前記第２取り付け
部のセット板４００に対して複数個所、ここでは３箇所の固定部８０２、８０３、８０４
で連結固定され、それらの固定部８０２、８０３、８０４は、ネジ固定された状態でネジ
頭部の周囲を覆う壁部８０２Ａ、８０３Ａ、８０４Ａが一体に形成されている。このよう
に、ネジ止めという簡単な操作で隙間防止部材８０１を第２取り付け部のセット板４００
に連結固定させることができ、ネジの頭部の周囲が壁部で覆われることによって、このネ
ジを容易に解除されることがなく、従って、隙間防止部材を容易に取り外すことができな
いのである。
【００９２】
　そして、図１７及び図１８に示すように、それらの固定部８０２、８０３、８０４のう
ち、一つの固定部８０２は、深い凹部を形成するように他の固定部よりも高い壁部８０２
Ａで構成されており、この固定部８０２に部分破断ネジ（図外：頭部が破談されるタイプ
）が適用される。このように、深い凹部を形成するように他の固定部８０３、８０４より
も高い壁部８０２Ａで構成することにより、ここに部分破断ネジを適用することができて
、頭部が破断される部分破断ネジを用いることで、このネジを解除不能として、以って、
隙間防止部材の取り外しを防止でき、これに変えて不正基板を敷設するのを未然に回避で
きる。
【００９３】
　そして、前記隙間防止部材８０１は、ベース板８０１Ａと、該ベース板の周縁部分から
伸びる周縁リブ８０１Ｂと、該周縁リブ８０１Ｂ内に形成される内部リブ８０１Ｃとによ
る一体樹脂成型品で、正面視略々三角形に構成され、前記周縁リブ８０１Ｂ及び内部リブ
８０１Ｃが前記隙間を埋める高さに形成されている。このように、ベース板８０１Ａと、
その周縁リブ８０１Ｂと、該周縁リブ８０１Ｂ内に形成される内部リブ８０１Ｃとによる
立体的構造によって、隙間防止部材８０１の全体剛性を高いものとし、ゴト師が不正基板
導入を図るべく隙間防止部材８０１を破壊しようとしても、容易に破壊し難いものとする
ことができ、また、周縁リブ８０１Ｂと内部リブ８０１Ｃとが設けられていることで、そ
の一部のみを切断等してみたところで、不正基板敷設のための隙間を容易に確保すること
ができない。
【００９４】
　そして、前記隙間防止部材８０１の取り付けは、そのベース板８０１Ａが前記第１基板
側、即ち、遊技盤３０に向き、前記周縁リブ８０１Ｂ及び内部リブ８０１Ｃが第２取り付
け部側、即ち、セット板４００側に位置された状態でネジ止めにより固定されている（図
２、図５、図１１、参照）。
　このように、前記周縁リブ８０１Ｂ及び内部リブ８０１Ｃが第２取り付け部のセット板
４００側に位置された状態としたことで、前面がベース板８０１Ａとなって、前記周縁リ
ブ８０１Ｂ及び内部リブ８０１Ｃ側から順次切断等の破壊が進行されるという事態を回避
することができて、この隙間防止部材８０１の破壊をより一層困難なものとすることがで
きる。
【００９５】
　また、前記隙間防止部材８０１は、図１７に示すように、前記周縁リブ８０１Ｂ及び内
部リブ８０１Ｃが、そのベース板８０１Ａからの高さが、前記隙間を埋めるように、背面
段差８０５Ａ、８０５Ｂに形成されている。
　このように、前記周縁リブ８０１Ｂ及び内部リブ８０１Ｃの立ち上がりを、第２取り付
け部であるセット板４００側の基板である外部端子盤８００の突出状態に合わせて異なら
しめて背面段差８０５Ａ、８０５Ｂに形成することで、第２取り付け部のセット板４００
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側の基板である外部端子盤８００を覆いながら隙間を無くして不正基板の敷設を防止でき
る。
【００９６】
　更に、図１８に示すように、前記隙間防止部材８０１の内部リブ８０１Ｃが、背面視で
格子状に設けられおり、このように、内部リブ８０１Ｃが、背面視で格子状に形成される
ことで、ベース板８０１Ａの強度を増大させながら、この内部リブ８０１Ｃを破壊しよう
としても、多数の手間がかかることになり、容易に不正基板設置の空間を形成することが
できない。
【００９７】
　また、前記隙間防止部材８０１のベース板８０１Ａが、上下の方向に通じる誘導溝８０
６を形成するように、平面視で前面段部８０７が形成されていることを特徴とする。
　前記ベース板８０１Ａは、第１取り付け部である内枠１２の枢支軸側上方部に向いてい
るが、このように、そのベース板８０１Ａに誘導溝８０６を形成することで、第１取り付
け部である内枠１２の枢支軸側上方部と第２取り付け部のセット板４００との間に位置す
る配線を、この誘導溝８０６内に納めて遊ばないように整理でき、第２取り付け部のセッ
ト板４００の開閉に際して配線が両者間に咬み込む虞がなくなる。また、万一、別の箇所
に不正基板が敷設された場合にも、前述の既存配線が整理されているため、不正基板用の
配線（電源配線等）が単独で宙に浮いて目立つことになり、こうした不正基板用配線を手
繰ることから不正基板の存在を発見し易い。
【００９８】
（変形例）
　　図１９は、上記実施例とは別の態様として、遊技機本体の第１取り付け部、ここでは
遊技盤３０の裏面構造物３０Ａに取り付けられる第１基板、例えば、遊技盤３０に取り付
けられたアタッカー９００用のアタッカー制御基板９０１と、遊技機本体に対して開閉自
在な第２取り付け部、ここでは、取り付け台９０３に取り付けられる第２基板、ここでは
主制御基板９０２と、を備え、第２取り付け部の取り付け台９０３が開状態（枢軸Ｐ回り
に開閉）ときに第１取り付け部の遊技盤３０の少なくとも一部が露出され（裏面構造物３
０Ａ）、第２取り付け部の取り付け台９０３が閉状態のときに両基板９０１、９０２が正
面視で重なるようにし、更に、第２取り付け部の取り付け台９０３の前面側と前記第１基
板のアタッカー制御基板９０１の背面側との間には開閉どちらの状態であっても空間Ｓが
形成されるように構成してある遊技機の概略図を示す。
【００９９】
　図１９において、前記空間Ｓに、前記第１、第２取り付け部である遊技盤３０の裏面構
造物３０Ａ、取り付け台９０３とは別体の隙間防止部材８０１を備え、該隙間防止部材８
０１を、前記第２取り付け部材の取り付け台９０３に対して、ネジ９０４で連結固定して
ある。そして、この連結固定には、解除不能のネジ９０５によっても固定されており、こ
のネジを破壊しない限り、或いは他の箇所を破壊しない限り、前記隙間防止部材８０１を
取り外せないようにされており、これを取り外して他の基盤を容易に挿入設置することが
出来ないようにしてあると共に万一違法に他の基板を設置すると、その破壊工作によって
、容易に改変が発見できるようにされている。
【産業上の利用可能性】
【０１００】
　本発明は、装備そうされる基板が層状に配置される遊技機について適用できるもので、
各種の遊技機が対象となり、適用範囲は広いものである。
【符号の説明】
【０１０１】
　　１１：外枠
　　１２：内枠
　　１２Ａ：周縁リブ
　　１４：前面枠セット
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　　３０：遊技盤
　　４００：セット板
　　７２０：角落ち
　　７３１：貫通孔
　　７３６：中継基板
　　７４０：取り付け部
　　７４１：外周壁
　　７４１Ａ：外周壁部分
　　７４２：支持面
　　８０１：隙間防止部材
 

【図１】 【図２】
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